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は じ め に

チ ア ク ロ プ リ ド、 頼粒水車LI剤 ( バ リ ア ー ド 頼粒水平11芹IJ )

は新規 ク ロ ロ ニ コ チ ニ ル 系 の 殺虫 剤 で ， 果菜類， 果樹，

チ ャ ， ジ ャ ガ イ モ 丹j の殺虫 剤 で， 日 本バ イ エ ル ア グ ロ ケ

ム 株式会社 に お い て イ ミ ダ ク ロ プ リ ド ( ア ド マ イ ヤ ー )

に 次 い で合成 さ れ た 化合物で あ る 。

本剤 は 社 内 で の 生物活性 と 安全性の 確認 の L 平成 H

年度 よ り r0831 J の 委託試験 コ ー ド で， 社団法人 1 1 本航

物防疫協会 を通 じ 全国 の 公的試験研究機関 で試験が実施

さ れ， そ の 有効性が確認 さ れ た 。 平成 1 3 年 4 月 ， 農林

水産省登録番号第 20618 号で農薬登録 と な っ た 。

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド な ど ク ロ ロ ニ コ チ ニ ル系殺虫 剤 は 多

く の 農業害虫 に 有効で， 浸透移行性 を 有 し て い る の で非

常 に 使 い や す し ま た 温血動物へ毒性の 低 さ と 環境への

影響の 少 な さ に よ り ， 世界的 に 最 も 多 く 使わ れ て い る 殺

虫剤であ る 。

チ ア ク ロ プ リ ド 頼粒水平LI剤 は ， 果樹の シ ン ク イ ム シ !J(i'i

や ハ モ グ リ ガ類な ど の 食葉性害虫， ア ブ ラ ム シ類や ス リ

ッ プス 類， コ ナ ジ ラ ミ 類 な ど の 吸汁性筈虫等， 幅広 い 帯

虫 に 高 い 防除効果 を 有 し て い る o 加 え て ミ ツ パ チ や マ ル

ハ ナ パ チ へ の影響が少な い こ と か ら ， イ チ ゴ や ト マ ト の

施設栽培な どで も 使 い や す い 薬剤であ る 。

I チ ア ク ロ プ リ ド 頼粒水和剤の特長

1 広範囲の害虫 に 高 い 防除効果があ る

果樹の シ ン ク イ ム シ 類や ハ モ グ リ ガ類な どの鱗麹 目 害

虫 と ， 吸汁性害虫 の ア ブ ラ ム シ類 や ス リ ッ プス 類， コ ナ

ジ ラ ミ 類 に 高 い 防除効果が あ り ， 農業生産上 の 重 要 な 害

虫の ほ と ん ど が防除可能 で あ る 。

そ の 効果 は 従 来 剤 (有機 リ ン 剤 や 合 成 ピ レ ス ロ イ ド

剤， カ ー パ メ ー ト 剤 な ど) と 比較 し で も ， 切れ味 (速効

性) と 安心 (残効性) を 実感 で き る 新規 ク ロ ロ ニ コ チ ニ

ル 系殺虫剤 と い え る 。

New Chloron icotinyl Insecticide Thiacloprid Waler Disper. 

sibel Granule. By Katsuya EJ [ [� [  

( キ ー ワ ー ド ・ ク ロ ロ ニ コ チ ニ yレ 系殺虫剤， チ ア ク ロ プ リ ド ， パ

リ ア ー ド )

2 優 れ た 浸透移行性， 残効性があ り ， 作物全体 を 害

虫の被害か ら 守 る

強 い 浸達↑生 (植物 の I:!J に 入 り 込 む カ ) が あ る の で， 葉

裏 の ア ブ ラ ム シ に も 有効 で あ る 。 ま た ， 有効成分の十分

な移行性 (植物の 中 で拡散す る 力 ) に よ り ， 多少 の 散布

ム ラ が あ っ て も ， 作物全体 を 害 虫 の 被害 か ら 守 る こ と が

で き る 。

そ の 防除効果 も 長 く 続 く の で， 散布団数の 削減 も で き

る 。

3 ハチ類 に対 し て 影響の少 な い薬剤

ク ロ ロ ニ コ チ ニ ル 系 殺虫 剤 の 中 で は ミ ツ バチ ， マ ルハ

ナ パ チ への影響が少 な い こ と か ら ， こ れ ら を 受粉 に 利 用

す る イ チ ゴ や ト マ ト な ど施設栽培で も 安心 し て ， ア ブ ラ

ム シ 類な ど の 害虫防除がで き る 。

4 粉立 ち せ ず， 非常 に 溶 け や す い頼粒 タ イ プで， 使

い や す い製剤

サ ラ サ ラ し て い る 頼粒 タ イ プ な の で粉立 ち が な く ， 薬

剤調整時の被曝が少 な い薬 剤 で あ る 。 計量 も 容易 で溶 け

も 良 い の で， 従来の水和剤 な ど と 比べ て 大変使 い や す い

剤型 に な っ て い る 。

5 作物 に対す る 薬害が少 な い薬剤

各種作物 に 関 し て ， 多 く の 品種， 時期 ・ 混用 な ど色々

な 条件下で の 試験 に お い て ， 高 い安全性が確認 さ れ た 。

6 人畜， 魚介類 に対 し て 安全性が高 ( ， 環境 に も や

さ し い薬剤

害虫 に対す る 活性が非常 に 高 い 反面， 温血動物 に 対 し

て は安全性 の 高 い 薬剤 で あ る 。 脊椎動物の 神経伝達系 に

は チ ア ク ロ プ リ ド が結合 す る 部イ立が ほ と ん ど な い た め ，

害虫 と の 毒性的種間選択性 は 数万倍 に な る 。

土壌や水面 に 落 ち た 薬剤 は 速や か に 分解 さ れ る の で，

環境への影響 も 少 な い 点 で も 優れ て い る 。

E 殺 虫 作 用

チ ア ク ロ プ リ ド は 神経伝達 に お い て ， ニ ュ ー ロ ン の シ

ナ プス 後膜 に 作用 し 神経の伝達 を 阻害 す る こ と に よ り 殺

虫活性 を 示 す 。 致死濃度 以 下 の 低 濃 度 で は 全 身 的 な 麻

湾， 弛緩， 活動の 低下が長期間観察 さ れ る 。 そ れ に よ っ

て ， 運動能力 の失調 を 起 こ し ， 摂食， 吸汁行動や歩行，

飛刻行動 に 異常 を 示 す と と も に 交尾， 産卵行動 な ど を停
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止させ る 。 酵素をアセ チルコ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ とい う 。
神経 に おける 情報伝達 は イ オン に よる 電気的信号 によ 有機リ ン 剤 や カ ー パ メ ー 卜 剤 はアセ チルコ リ ン エ ス テ

っ て行われ る 。 ニ ュ ーロ ン 問 で は ， 情報伝達物質のアセ ラ ー ゼの働 きを阻害する こ と に よっ て， シチ プ ス 後j換 に
チ ノレ コリ ンの受け渡 し によっ て行われ る が， シナプ ス 小 結合 し たアセ チルコ リ ン が分解され ず に 情報が伝わ っ た
頭部か ら 放出されたアセ チ /レ コ リ ン は伝達先のシナプス ま ま に な る 。 そのため奥 常 な興111が続いたま ま に な っ て
後膜受容体 に 受け止 められ， こ れ により ニ ュ ーロ ン は 屯 し ま い， 死 に 至 る 。
気的 な信号を伝え る 。 ま たシナ プ ス 後膜 で は ， 次の↑TI報 チアクロプリドは ， シナ プ ス 後)肢のニ コ チ ン性アセ チ

(アセ チ /レ コ リ ン ) を受け取 る ために ， 結合 し てい るア ルコ リ ン 受容体 に 結 合 し ， アセ チ ノレ コ リ ンの結 合を妨 げ
セ チルコ リ ンを向性す(分解する ) 必要があ り ， こ の 分解 る と も に ， 結合 し たチアクロプリドはアセ チ/レ コ リ ン エ

ス テ ラ ー ゼ に よ っ て分解され ない。 この結514， 神経系 に

おいて正常な情報伝達がで き ず に ， 速 や かに 殺 虫活性を
| 錨蜘鵬J 企 i 覧 | 示 し ， ま た長期 に わ たる 行動抑制効果を発 現する 。1 M 活動低下 . '" I 

致F現度以下の渇合

間温度囲内で，.速やかに阻効果を示しますが イjレス，111 I 
匁姐適度以下でも粧の苫腕停止さ目効果があるため | 醐止
鳳唱においてチアクロフリ ド'"置し、暗効を現します.

場

図 - 1 チ ア ク ロ プ リ ド の殺1tì品thl

シナプス後膜に作用するチアクロプリ ドは.

低濃度で全身的な弛緩.

活動の低下が長期間にわた りみられます。

忌ーーーー-IîI'..l'Þl長長唱凶E

田 物理化学的性質

1 名 称 お よ び化学構造

一般名 : チアクロプ リド水利 剤 (thiacloprid)
商liT:名 : バリアード穎粒水和 剤 (Bariarcl WG) 

試験名 : 08 31 水和頼粒
製 剤 : 30%水和 剤
化学名 : 3-(6 クロロ 3 ピ リ ジルメ チル) 一1， 3ー チアゾ

リ ジ ン ー2- イ リ デ ン シアナ ミド(IUPAC 命
名法)

有後リン剤、
カーJtメート剤の作用点
アセチI�コリンエステラーぜ
(AChE) を陪審し異常興置
が続く

。 チ ア フ ロ ブ リ ド 固 アセチルコ山ステ円

。 アセチ山ン Vコン仇チ山 ン受容体

図 - 2 チ ア ク ロ プ リ ド の殺虫作用
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構造式 CIゴ〉m?
2 物理的化学的性質

分子式 : C I O H9C1N. S 

分子量 : 252 . 8  g/mol 

比 重 : 1 . 46 g/m l (20.C) 

作物名

リンゴ

ナ シ

モ モ

ウ メ

メロン

表 ー 1 チ ア クロプ リ ド 粉粒水和知l の有効答虫

筈虫名 効巣 智子虫名 効巣 害虫名

ア プラ ム シ 類 。 キンモンホ ソガ 。 チ ャ ノ キイロ ア +fミウマ

コナ ジラ ミ 類 。 ギンモンハモ グ リ ガ 。 ヒラ ズ ハナ アザミウマ

ツ ツ ジグン/ � イ 。 モモ ハモ グ リ ガ 。 ミカン キ イ ロ ア ザミ ウマ

フタ テン ヒ メ ヨ コ / �イ O ミ カンハモ グ リ ガ 。 ゴマダタカ ミ キ リ

チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コノf イ O チ ャ ノ ホ ソガ O マ ツ ノマダラカ ミ キ リ

コナカイガラ ムシ 類 。 コナガ 0�.0. コガ ネ ム シ 類成虫

カイガラ ム シ 類 ム ア オ ムシ O ハダニ 類

シンクイ ム シ 類 。 ハ スモンヨトウ × サ ピダニ 類

リ ン ゴコカ ク モンハマ キ O ミナ ミ キ イロア ザミウマ O ホ コ リ ダニ 類

。 . I奇い効果 を 示す. 0 : 実用的な効裂 を 示 す. .0. : 副次的な効巣 は あ る . x 効果な し .

表 - 2 チ ア クロ プ リ ド 頼粒水�lJ神IJ ( パ リ ア ー ド粉粒水利剤) の適用客虫 お よ び使用 方 法

適用 筈虫名 希f�術数 (的) f史IH液!i t ( 1 / 1 0  a )  使JW時期 本剤の使用回数 使用方法

ア プラ ム シ 類 4 . 000 

シンタ イ ムシ 類 2 . 000�4 . 000 

キンモンホ ソガ

ギンモンハモ グ リ ガ 4 . 000 

ア ブラ ム シ 類

シンタイ ム シ 類 2 . OOO�4 . ()()() 収纏 7 [1 3 回以 内
2()()�70() 

ま で
ク ワ コナカイガラ ム シ

4 . ()()() 
ア プラ ム シ 類

シン クイ ム シ 類 2 • 000�4 . 000 

モモ ハモ グ リガ

2 回以 内
ア ブラ ム シ 類 散布

ミナ ミ キ イ ロ ア ザミウマ

シ ルバー リ ー フ コナ ジラ ミ

イ チ ゴ 1 5()�30() 
I収敏前 日

ま で
ピ ー 7ン ア ブラ ム シ 類 4 . 000 3 回以内

ト マ ト
タノぜコ コナ ジラ ミ

ジ ャガイモ ア プラ ム シ 類 1 O()�300 
収穫 7 日

前 ま で

チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ / �イ
摘採 7 臼

チ ャ チ ャ ノ キイロ ア ザミウマ 200�400 l 回

チ ャ ノ ホ ソガ
前 ま で
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効果
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チ ア クロ プ リ ド

を 含 む 農 薬 の

総 使 用 回 数

3 回以内

2 回以内

3 回以 内

1 困
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臭 気 無臭

融 点、 : 1 360C 

蒸気圧 3 X 1 0- 1 2  hPa ( 20OC) 

i容解度 (g/ I，  200C) 水 0 . 1 85， キ シ レ ン 0 . 30， ア

セ ト ン 64， 酢 般 エ チ ノレ 9 . 4 ， オ ク タ ノ ル

1 .  4 ， 2 プ ロ パ ノ ー ル 3 . 0， ア セ 卜 ニ ト リ ル 52

IV 安全性 (製剤)
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1
急

急

限刺激性 ( ウ サ ギ)

J支Ilけ刺激性 ( ウ サ ギ) 刺 激性 な し

J5z1付感作性 ( モ jレ モ ッ 卜 ) 感作七| な し

2 有用動植物 お よ び環境 に 対 す る 影 響

H3、毒性 A 類相 当

LC，o コ イ (96 1時間) 255 mg/ I 

ミ ジ ン コ (48 11羽田) 2 1 0  mg/ I 

有用昆虫への影斜

ミ ツ バチ 1孜布翌 1 1 か ら のjj'xß可が可能

マ ル ノ 吋 ノ 可 チ 散布翌 1:=1 か ら の 放飼が可能

マ メ コ パ チ 実用濃度 の直接散布 で は影響が あ る

カ イ コ 長期間毒性があ り ， 散布液が桑葉 に

か か っ た 場 合 は 60 日 以 ヒ の 影特 が

!確認 さ れ て い る 。

V 有 効 害 虫 ス ペ ク ト ル

委託試験や社内 ・ 社外 の 試験結果 か ら ， 各種の害虫 に

対 し て 散布処理1 で表一l の よ う な 活性が認め ら れ て い る 。

円 適用 害 虫 と 使用 法

使用上のttTI�事項

( 1  ) ネ ク タ リ ン 及 び ス モ モ で は 品 種 に よ り 葉 に薬害

(軽い穴 あ き 症状) を 生 ず る こ と が あ る の で‘注意す る 。

( 2 ) 散布j止 は対象作物の生育段階， 栽培形態お よ び

散布方法 に 合わ せ て 調節す る 。

( 3  ) カ イ コ に 対 し て 長期間毒性が あ る の で， 近 く に

桑困の あ る 場合 に は絶対 に 桑葉 に か か ら な い よ う 注意す

る 。

( 4  ) マ メ コ パ チ に 実用 濃度 で影響があ る の で注意す

る o

( 5  ) 本刑の使用 に 当 た っ て は， 使用量， 使用|時期，

使月]方法な ど を誤 ら な い よ う に 注意 し ， 特 に 初 め て 使用

す る ;場合 に は， 病害虫防除所等関係機関の 指導 を 受 け る

こ と が13J ま し し ' 0

本誌 ! 年介 ( 1 2 冊) が簡単 に 製本 で き ま す 。

く本誌名 金文字〉

定価 733 円 (本体 699 円 十 税)
送料 390 円

・ 書棚 を 飾 る 美 し い 外観 ・ 冊誌 を 傷 め ず 保存がで き る

・ 取 り 外 し が簡単 に で き る ・ ビ ニ ー ル ク ロ ス で長期保存が で き る
こ 希日lの ブj は ， 引金 ・ 郵便JJJリキ で' [J'(抜 本 会へ お rl:J し 込 み 下 さ い
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